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若
い
農
業
者
の
方
々
の
ご
意
見
等
を
農

地
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
２
月
15
日
㈬
、Ｊ
Ａ
仙
台
青
年
部
の

役
員
、
部
員
の
皆
様
と
農
業
委
員
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
、「
農

業
委
員
会
法
改
正
に
つ
い
て
」
と
「
農
業

者
年
金
に
つ
い
て
」
の
情
報
提
供
を
行
っ

た
後
、
意
見
交
換
に
移
り
ま
し
た
。

青
年
部
の
皆
様
か
ら
は
、
新
し
い
制
度

で
委
嘱
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
仕
事
の
内
容
や
、
農
業
委
員
の
業
務

や
や
り
が
い
、
農
業
者
年
金
の
有
利
性
な

ど
に
つ
い
て
意
見
等
が
出
さ
れ
、
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
中
山
間
地
域
に
は
担
い
手
が
少

な
く
、
休
耕
地
が
多
く
見
ら
れ
る
。
水
稲

を
作
る
に
は
条
件
が
悪
い
の
で
、
何
か
独

自
の
ブ
ラ
ン
ド
や
地
域
な
り
の
特
産
品
を

関
係
機
関
等
で
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
等
の
意
見
も
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
農
政
活
動
に
大
変
参
考
に
な

る
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
広
く
農
業
者
の
方
々
の
ご
意

見
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員

会
活
動
の
紹
介
等
も
含
め
た
意
見
交
換
会

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
仙
台
青
年
部
と
の

　

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
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一
人
ひ
と
り
の
農
業
者
を
応
援
す
る
「
農
業
者
年
金
」

４
月
13
日
㈭
に
仙
台
市
農
業
委
員
会

第
32
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
29

年
度
業
務
方
針
等
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１ 

業
務
方
針

我
が
国
の
農
業
・
農
村
は
食
料
自
給

率
の
低
迷
、
農
業
者
の
高
齢
化
・
担
い

手
不
足
、
農
業
所
得
の
大
幅
な
減
少
、

農
山
村
の
活
力
の
低
下
、
さ
ら
に
は
ア

メ
リ
カ
と
の
二
国
間
協
議
に
お
い
て
農

業
市
場
の
開
放
が
一
層
進
む
恐
れ
が
強

く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
農
業
委
員
会
の
主

た
る
使
命
で
あ
る
「
農
地
利
用
の
最
適

化
」
を
よ
り
良
く
果
た
せ
る
よ
う
、
平

成
28
年
４
月
に
改
正
農
業
委
員
会
法
が

施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
、
遊
休
農
地
の
解
消
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
、
担
い
手
へ
の

利
用
集
積
な
ど
、
農
地
制
度
を
運
用
す

る
農
業
委
員
会
の
役
割
と
責
任
は
ま
す

ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
は
、
行
政
・
地
域
・
農
業
関

係
団
体
連
携
の
も
と
に
鋭
意
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
真
の
農

業
復
興
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
、
地
域
農
家
の
声
を
集
約
し
な
が
ら

地
域
再
生
の
た
め
に
、
引
き
続
き
活
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
中
、
我
々
農
業
委
員
は
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役

割
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、
業
務
推
進

員
及
び
地
域
農
業
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
取
り
組
み
目
標
と
具
体
的
活
動

を
定
め
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
活
動
を

一
層
強
化
し
、
よ
り
実
効
性
あ
る
地
域

活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
た
め
、
重
点
取
り
組
み
目
標
と

し
て
、
第
一
に
「
地
域
活
動
の
充
実
・

強
化
」、
第
二
に
「
担
い
手
の
育
成
・

確
保
」、
第
三
に
「
優
良
農
地
の
確
保

と
有
効
活
用
」
を
掲
げ
、
地
域
農
業
の

持
続
的
な
発
展
に
資
す
る
よ
う
全
力
で

対
応
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
地

区
振
興
活
動
に
よ
る
認
定
農
業
者
、
生

産
組
織
等
の
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
と

育
成
、
担
い
手
に
対
す
る
農
地
の
利
用

集
積
、
遊
休
農
地
の
調
査
と
指
導
及
び

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
、
違
反
転
用

農
地
の
是
正
指
導
な
ど
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
２ 

業
務
計
画

﹇
一
般
活
動
﹈

● 

地
区
振
興
活
動
の
推
進

● 

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進

● 

意
見
・
要
望
書
の
提
出

● 

農
業
委
員
及
び
業
務
推
進
員
の
研
修

● 

震
災
か
ら
の
復
興
支
援
活
動

﹇
農
地
行
政
活
動
﹈

● 

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
、
農
地

中
間
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
　

● 

遊
休
農
地
の
調
査
と
指
導

● 

農
地
移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業

● 

農
地
の
違
反
転
用
防
止
対
策

● 

そ
の
他
の
法
令
業
務

﹇
農
政
活
動
及
び
農
業
振
興
推
進
活
動
﹈

● 

認
定
農
業
者
、
女
性
農
業
者
等
と

の
懇
談
会
の
開
催

● 

担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
図
る
た

め
の
活
動

● 

農
業
経
営
改
善
支
援
活
動

● 

遊
休
農
地
解
消
活
動

● 
農
作
業
標
準
料
金
の
策
定

等

第
32
回
通
常
総
会
を

　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

皆
様
へ

今
後
の
行
事
予
定

７
月
　
女
性
農
業
者
と
の
懇
談
会
　

　
　
　
　
　（
Ｊ
Ａ
仙
台
高
砂
支
店
）

こ
こ
が
変
わ
っ
た

　     

農
業
委
員
会
制
度

　
法
律
で
定
め
ら
れ
た
業
務
項
目

が
増
え
ま
し
た
。

【
改
正
前
】

　
①
農
地
法
等
に
よ
り
そ
の
権
限

に
属
さ
せ
た
事
項

【
改
正
後
】

　
①
に
加
え
、②
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
）
の
推
進

第３回
全
国
農
業
新
聞
賞
受
賞
！

「
仙
台
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
、

昭
和
50
年
か
ら
情
報
発
信
に
努
め
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

平
成
28
年
度
全
国
農

業
委
員
会
だ
よ
り
コ

ン
ク
ー
ル
で
全
国
農

業
新
聞
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

（独）
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
５
月
中
に

「
現
況
届
」
の
用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

６
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮
ま
で
に
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
仙
台
各
支
店
又
は
農
業
委

員
会
に
、
持
参
等
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
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国
分
町
通
り

仙台市役所
■

仙台ビジネス
ホテル
■

日産レンタカー
　■

■
ロ

ー

ソ
ン

■七十七銀行
　二日町支店

■
青葉区役所
食堂

鹿島建設
東北支社■

宮城県庁
■

MS
ビル

農業委員会事務局
北
日
本
銀
行
■

JAビル
　　■

地
下
鉄

勾
当
台
公
園
駅

青葉区二日町6-12
MSビル二日町6F

駐
車
の
際
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
来
庁

者
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電 

話 

２
１
４
|
４
３
０
８

第
２
回
地
区
振
興
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

農
業
委
員
の
地
区
業
務
（
農
家
の
意

見
及
び
要
望
の
情
報
収
集
活
動
等
）
の

補
助
を
行
っ
て
い
た
だ
く
業
務
推
進
員
、

66
名
の
方
々
を
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

平
成
30
年
７
月
14
日
ま
で
の
任
期
で
委

嘱
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
青
葉
区
】
安
達
和
郎
（
郷
六
）、
戸

内
良
司
（
下
愛
子
）、
庄
子
富
治
（
上

愛
子
）、
早
坂
幸
一
（
上
愛
子
）、
庄
子

悦
男
（
芋
沢
）、
庄
子
吉
雄
（
熊
ヶ
根
）、

三
浦
秀
雄
（
芋
沢
）、菅
澤
仁
一
（
大
倉
）、

庄
子
秀
男
（
福
沢
町
）、菊
地
憲
雄
（
国

見
）、
佐
藤
信
悦
（
茂
庭
）

【
宮
城
野
区
】
沼
田
講
記
（
新
田
）、

相
馬
克
彦（
東
仙
台
）、小
野
寺
栄
造（
安

養
寺
）、
安
達
良
和
（
岡
田
）、
鈴
木
可

和
（
岡
田
）、
和
地
正
志
（
中
野
）、
三

浦
信
昭
（
高
砂
）、
鎌
田
広
司
（
田
子
）、

庄
司
善
春
（
小
鶴
）、関
内
清
一
（
岩
切
）、

横
田
清
孝
（
鶴
ケ
谷
）、伊
藤
嘉
孝
（
岩

切
）【若

林
区
】
相
澤
英
昭
（
二
木
）、
渡

邊
茂
美
（
今
泉
）、遠
藤
正
順
（
三
本
塚
）、

鈴
木
秀
一
（
下
飯
田
）、佐
藤
公
一
（
上

飯
田
）、
佐
藤
光
禧
（
日
辺
）、
大
泉
俊

雄
（
中
荒
井
）、
堀
江
英
孝
（
長
喜
城
）、

熊
坂
利
美
（
四
ツ
谷
）、萱
場
肇
（
南
方
）、

菊
地
富
雄
（
蒲
町
）、
大
学
一
男
（
笹

屋
敷
）

【
太
白
区
】
齋
藤
英
一
（
郡
山
）、
菅

井
孝
彦
（
大
野
田
）、
庄
司
稔
（
中
田
）、

佐
藤
良
逸
（
袋
原
）、
菅
井
邦
男
（
四

郎
丸
）、
加
藤
金
一
（
中
田
）、
阿
部
邦

彦
（
鈎
取
）、
沼
田
正
敏
（
山
田
）、
板

橋
利
光
（
富
田
）、
相
原
元
浩
（
富
沢
）、

佐
藤
壽
晴
（
湯
元
）、
佐
藤
強
（
長
袋
）、

丹
野
康
雄
（
境
野
）、佐
藤
敬
志
（
長
袋
）、

中
野
信
雄
（
馬
場
）、柴
田
廣
一
（
馬
場
）、

山
田
利
彦
（
坪
沼
）

【
泉
区
】
庄
司
一
史
（
根
白
石
）、
髙

橋
孝
夫
（
根
白
石
）、奥
山
壽
（
西
田
中
）、

佐
々
木
浩
志
（
小
角
）、熊
谷
幸
夫
（
朴

沢
）、早
坂
幹
雄
（
福
岡
）、髙
橋
昇
（
実

沢
）、若
生
隆
夫（
野
村
）、伊
藤
久
夫（
古

内
）、今
野
勇
（
松
森
）、石
川
豊
（
松
森
）、

嶺
岸
隆
雄
（
市
名
坂
）、安
藤
克
夫
（
七

北
田
）、
残
間
久
男
（
七
北
田
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

２
月
１
日
㈬
か
ら
13
日
㈪
に
か
け
て
、

区
ご
と
に
地
区
振
興
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

平
成
30
年
以
降
の
米
価
対
策
や
遊
休

農
地
に
対
す
る
課
税
強
化
な
ど
、
区
ご

と
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
情
報
提
供
を

行
っ
た
後
、
農
地
利
用
の
最
適
化
推
進

等
に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
作
付
け
す
る
作
物
を
工
夫
し
た
有
害

鳥
獣
対
策
や
、
未
整
備
地
で
の
農
地
集

約
の
難
し
さ
、
大
区
画
ほ
場
整
備
で
の

組
み
田
問
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。い

た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の

施
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⑶ 仙台市農業委員会だより 第７２号

一
人
ひ
と
り
の
農
業
者
を
応
援
す
る
「
農
業
者
年
金
」

業
務
推
進
員
の
皆
様
を

　
　
　
　
　

  

委
嘱
し
ま
し
た

買受できる方は
①認定農業者の方
②仙台市内で130ａ以上耕作している方です。
あっせん農地等の詳しい情報をお知りになりたい方は、
農業委員会事務局事務課農地係（電話 214－4340）まで
お問い合わせください。
※ホームページでもご覧になれます。

あっせん事業による
農地の売買を行っています

＜活動状況…農地パトロール＞

クリック

検索農地移動適正化あっせん事業  仙台市
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［再生紙使用］

編
　
集
　
後
　
記

太
白
区
富
沢
南
に
お
住
ま
い
の

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

小
池 
奈
美
子 

さ
ん

あ
な
た
の
出
番
で
す

が
ん
ば
っ
て
ま
す

宮
城
野
区
小
鶴

今
野 

実
治 

さ
ん

み
つ  

は
る

な
　 

み
　 

こ

Ｑ
　
農
家
の
お
生
ま
れ
で
す
か
？

Ａ
　
公
務
員
の
父
と
元
銀
行
員
の
母
の

家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。
仙
台
に
来
る

ま
で
は
、
横
須
賀
で
看
護
師
を
し
て

い
ま
し
た
。

Ｑ
　
農
家
に
嫁
い
で
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
　
昔
か
ら
父
の
家
庭
菜
園
を
手
伝
っ

て
い
た
の
で
、
農
業
に
対
し
て
の
抵

抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
野
菜
が

大
好
き
な
の
で
、
毎
日
新
鮮
な
も
の

が
食
べ
ら
れ
て
と
て
も
幸
せ
で
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
農
作
業
を
し
て
い
ま   

　

す
か
？

Ａ
　
主
に
パ
セ
リ
、雪
菜
、小
松
菜
の
出

荷
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
大
手

ス
ー
パ
ー
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
へ
も
30

種
類
以
上
の
野
菜
を
出
し
て
い
ま
す
。

直
接
お
客
さ
ん
の
声
が
聞
け
る
の
で
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

Ａ
　
市
街
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
環

境
に
適
し
た
栽
培
方
法
を
取
り
入
れ
、

今
ま
で
作
っ
た
こ
と
の
な
い
野
菜
や

品
種
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

Ｑ
　
あ
な
た
の
楽
し
み
と
夢
は
？

Ａ
　
年
に
数
回
、
家
族
と
温
泉
に
行
っ

て
お
い
し
い
物
を
食
べ
た
り
、
お
土

産
を
買
う
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
。
今
は
子
供
た
ち
が
小
さ
い
の
で

行
け
ま
せ
ん
が
、
将
来
大
好
き
な
主

人
と
二
人
で
日
本
全
国
く
ま
な
く
旅

行
す
る
の
が
夢
で
す
。（
笑
）

（
聞
き
手
：
庄
子
榮
一
郎
委
員
）

私
の
家
は
専
業
農
家
で
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
父
の
跡
を
継
い
で
農
業
を
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
城
県
農
業
高
等
学
校
を
卒
業
後
就

農
し
、
今
年
で
16
年
目
に
な
り
ま
す
。

野
菜
は
ハ
ウ
ス
と
露
地
あ
わ
せ
て
50

ａ
、
水
稲
は
委
託
さ
れ
て
い
る
分
も
含

め
て
10
　
で
、
家
族
で
耕
作
し
て
い
ま

し
た
。

私
は
主
に
水
稲
の
水
管
理
と
草
刈
り

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
父
が

他
界
し
て
し
ま
い
、
一
人
で
水
稲
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
畑
の
ほ
う
は

食
べ
る
分
だ
け
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

５
年
ほ
ど
前
か
ら
岩
切
生
産
組
合
で

お
世
話
に
な
り
、
大
豆
・
麦
の
生
産
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
操
作

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
先
輩
方

に
い
ろ
い
ろ
教
わ
る
こ
と
も
多
く
、
と

て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
農
家
に
も
私
た
ち
世
代
の

後
継
者
が
少
な
く
、
米
の
生
産
が
で
き

な
く
な
る
方
が
多
く
て
、
作
っ
て
く
れ

と
頼
ま
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

祖
父
や
父
の
時
代
は
、
ハ
ウ
ス
き
ゅ
う

り
や
ト
マ
ト
に
力
を
入
れ
、
市
場
出
荷

を
行
っ
て
い
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、

年
々
燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
私
の
代
で
は
水
稲
が
主
な
仕
事

に
な
り
そ
う
で
す
。

野
菜
も
そ
う
で
す
が
、
自
分
で
半
年

か
け
て
育
て
た
米
は
格
別
で
す
。
今
は

パ
ン
食
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
私
は
主
食
は
米
だ
と
思
い
ま
す
。

秋
に
収
穫
し
た
新
米
を
農
協
に
持
っ
て

行
っ
た
時
の
達
成
感
が
あ
る
か
ら
、
そ

れ
ま
で
の
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
日
々
勉
強
の
毎
日

で
す
が
、
幸
い
私
に
は
農
協
青
年
部
の

仲
間
と
の
交
流
も
あ
り
、
ま
た
地
域
の

先
輩
方
に
も
教
わ
り
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

（
担
当
：
鈴
木
正
年
委
員
）

風
薫
る
５
月
、
ほ
場
か
ら
は
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
の
音
が
響
き
渡
り
、

農
作
業
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
農
家
に
と
っ
て
、
事
故
や
災
害
の
無

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
「
仙
台
市
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
が
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

全
国
農
業
新
聞
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
り
良
い
紙
面
に
と
、
編

集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
編
集
委
員
長
　
阿
部
弘
昭
）

ha


